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ネパールは（アナンダバン）ここ一週間とてもよく晴れて気持ちの良い日竺続いて

います。吸い込まれそうな青空に桃の花と白い桜の花がとても美しく咲しています。

今週 (1月27日～3月2日）は，国際らい学会がイソドで開催；：石：あとネパ

ールをたずねて下さる方々がアナンダバ｀ノをも訪ねて下さり，楽 い交わりの時を

与えられています。日本からのお客様も 2グループありました。なかには講義をし

て下さる方もあり，良い勉強の時をも与え

今日は，ひとりの息者さんのことを紹介します。患者声久の名前は， プルナといい，

16, 7オ(?)の男の子です。男の子というより， もうア／人前のりっぱな男性といった

ほうが正しいでしょう。でも，私達スクッフにとらては，可愛い弟なのです。彼は

幼いときに父親に死なれ，母親は他の人と再婚したそうです。インドにいたそうで

すが，父親 (2度目の）はプルナをかわいが

家を出たとのことです。ネパールではイIIドとの国境近くに住んでいたとのこと。
ひとりであちこち転々としていたようです。そのうち身体の異常に気がついたよう

ですが，誰も頼る人もなく，使い走ヅrなどをして生活していたようです。一度イギ

リスの軍病院（ダランという所にお、ります）にいたようですが，そこを逃げ出し，

村をうろついていたところ，役瓢の人が親切にも？ビルホスピクル（カトマンズの

国立病院）へ紹介状を書いてく1れ，カトマンズヘ出てきたとのことです。その病院

のミスターにつれられてアfンダバソ病院へ来ました。治療を受けながら，病院の
私達の仕事を手伝って身体の不自由な息者さんの世話をよくしてくれていました。

去年の10月に一応治療困1終わったので一度外へ出してみようという院長の考えで退

院しました。彼は，見前住んでいたダランヘもどり， 7カ月経って検査のためアナ

ソダバソヘ2月に戻ってきました。ダラソでは，牛車を乗り回したり，畑仕事の手

伝いをしていたと々）ことで， とてもたくましくなって帰ってきました。今，彼は，

手に聴を持ちたいと願っています。仕立屋のカーストの生れですので，出来ればそ

ちらの勉強を／したいといっています。そして，病院や息者さんの役に立ちたいとい

う希望を私達に話してくれます。そして，死ぬまで不自由な患者さんの世話をする

んだといぎごんでいます。彼のために良い道が開かれるように，皆様どうぞ覚えて

ぉ祈り下／さい。

1. 土曜礼拝は中止されたままです。クリスチャソのスクッフや息者さんたちに，

こも試練に打ち勝つ強い信仰が与えられますように。

2. 今日紹介したプルナ君のために。

3. イソドヘ研修に行っている 4人のスクッフのために。今からどんどん暑くなり

ますので特に健康が守られますように。 主に在りて
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みなさんお元気ですか？ 毎月 JOCSから送られてくるこの「祈りの手紙」も，

自分の任期が近づくにつれてますます身近に感じ，何度も読みかえします。各ワー

カーの方々の御苦労も他人ごとではなくなりつつあるせいか． 自分のことのように

喜んだり同情したりします。

さて私たちは，昨年12月にロンドソでの英語研修を終え， リヴァプールに移って

来ました。こちらに来て 1ヶ月が経ち，熱帯医学校も始まって 2週間になります。

，リヴァプールはロンドソに比べると殺風景なところですが，人情はずっと良いです。

英国で最悪の失業率を誇るところで人々は生活するのにけんめいです。ロソドソの

ように人を威嚇するような，みせびらかすような建物や博物館もなく，街をゆきか

う「生活者」の群は，かえって親しみをおこさせます。私たちにはこういう所の方

が性にあっているのでしょう。日本人は殆ど居ませんが，現地の救世軍を始めCM

F (Christian Medical Fellowship)の方々が，何かと親切にして下さるの
で困ることはありません。

現在は家内が一人で家のきりもりをしています。やればなんとかなるもので，家

事の合い間をぬってこちらの語学校（無料。生徒 2人。英国は不思議な国です。）に

も通っています。先日なぞは，吹きすさぶ寒風をついて息子を背にして娘の手をひ

いてでかけたのはよかったのですが．道をまちがえてしまいました。途方にくれて，

ある婦人に道をたずねたところ，ていねいに教えてくれた上． 「かわいそうに．／

子供に甘いものでも。」と10ペンス硬貨を娘の手にしっかりとにぎらせて去ってゆ

かれたそうです。難民とまちがえられたらしいのです。 「みじめな感じがしたけど，

親切が嬉しかった。」とは家内の感想です。

という具合で，寒さに負けずたくましく生活しております。 （なお，その10ペソ

スはチョコレートに変化して家につきました。）

私は家のことは一切家内にまかせて， 目下猛勉強中です。 （正確に言うと， 「そ

のつもり」です。）ああ早くこの時を去らせ給え， というのが正直な感想です。

しかし学校に来てつくづく思うのは． 「熱帯医学」といっても大半は過去，ほん

のわれわれの子供の頃まで日本に普通にあったものなのです。改めて考えさせられ

ました。

ともあれ．みなさんの祈りに支えられて，家族ー同元気です。まことに，私たち

の慟きが，数えきれないくらいの多くの人々の支えで初めて出来るのだというのが

こちらに来てからの実感です。それらを無駄にせぬよう頑張ります。ではまた。




